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第１部 1章【画面構成】 第１部 1章【画面構成】

デスクトップにある [AutoCAD LT2018] のアイコンをダブルクリックします。

②［スタート］から起動する －  [AutoCAD LT2018 - 日本語 (Japanese)] をクリックします。

［AutoCAD LT2018］の起動

2

1

第 1 節 AutoCAD LT2018 の起動と終了

AutoCAD LT2018 を起動する

起動

1

[ 作成 ] タブ

 ① スタートアップ  [ テンプレート ファイル ][ 既図面 ][ シートセット ] などを 
 開きます。

 ② 最近使用したドキュメント  直近に使用した図面が表示されます。図面を押しピンで固定して
 常にこのリストに表示しておくこともできます。

 ③ 接続  A360 にサインして、Autodesk に直接フィードバックを送れます。

［スタートアップ ］3

スタートアップ
 ①図面を開始  既定のテンプレート ファイルから新しい図面を作成します。
 ②テンプレート  AutoCAD LT が提供するテンプレートが使用できます。( 図 1)
 ③ファイルを開く ...  既図面を開きます。最後に使用したフォルダが表示されます。
 ④シートセットを開く ...  シートセット (**.dst) を開きます。
 ⑤オンライン テンプレートを追加  Autodesk のサイトからテンプレートを取得できます。
 ⑥サンプル図面を参照 ...  Autodesk 提供のサンプル図面を検索できます。

起動

起動時の初期画面 ( 赤枠の中が作図領域 )

［作成 ] タブ

①［ショートカット］から起動する

下図は AutoCAD LT2018 の起動画面です。このスタート画面には２つのタブがあります。 

最初に表示されるのは、[ 作成 ] タブです。もう一つの [ 学習 ] タブに切り替えるには、画面の下部や

左端にある [ 学習 ]( 赤丸 ) を指示します。

[ 図面を開始 ] や [ テンプレート ] を使用して、すぐに新しい図面を作成できます。

また、Autodesk のサイトに接続して別のテンプレート ファイルをダウンロードして使用したり、

Autodesk が提供するサンプル図面を利用することもできます。

① ② ③

( 図 1)
①

②

③

④

⑤

⑥
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第１部 2章【基本操作】 第１部 2章【基本操作】

基
本
操
作

基
本
操
作

名前の付いたビューポートビューポート環境設定

① [ 表示 ] タブ  -> [ モデルビューポート ] パネル  -> [ 名前の付いたビューポート ] を選択します。

⑤ [ 名前の付いたビューポート ] タブには、保存した 
　ビューポートの一覧が表示されます。

⑥ビューポート名を選択すると、そのビューポートで
　表示されます。

 リボン  [ 表示 ] タブ  -> [ モデルビューポート ] パネル  ->  [ 名前の付いたビューポート ]
 プルダウンメニュー  [ 表示 ] -> [ ビューポート ] -> [ ビューポート管理 ]
 コマンド  +Vports

名前の付いたビューポート [+Vports]8

② [ 新規ビューポート ] タブには、画面の分割の
　種類が表示されています。

③右の例は、[4 分割 ] を選択した図です。 
 
④ [ 新しい名前 ] に名前を付けて保存します。

ビューポート環境設定 [TileDvp]7

① [ 表示 ] タブ  ->  [ モデルビューポート ] パネル  ->  [ ビューポート環境設定 ] を選択します。 

②表示される分割候補から希望する分割を選びます。

 リボン  [ 表示 ] タブ  -> [ モデルビューポート ] パネル  ->  [ ビューポート環境設定 ]
 プルダウンメニュー  [ 表示 ] -> [ ビューポート ] -> [ ビューポート環境設定 ]
 コマンド  TileDvp

[ ビューポート環境設定 ] で分割した画面の状態は保存されません。 
分割した状態を保存するためには、[ 名前の付いたビューポート ] を使います。

Point!Point!
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第１部 3章【各種設定】 第１部 3章【各種設定】

各
種
設
定

各
種
設
定

 ステータスバー  [ ダイナミック入力 ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] ->  [ 作図補助設定 ]
 コマンド  DynMode

作図補助設定 [DynMode]（ダイナミック入力）11

①ステータスバーの [ ダイナミック入力 ] から [ 作図補助設定 ] の [ ダイナミック ] タブを表示させます。

② [ 設定 ] ボタンを押して、[ ポインタの入力設定 ] を開きます。

③ [ 極座標形式 ] と [ デカルト座標形式 ] 

　左下図が [ 極座標形式 ]、右下図が [ デカルト座標形式 ] です。

　[ 極座標形式 ] は [ 直線距離 < 角度 ]、[ デカルト座標形式 ] は [X の距離、Y の距離 ] で表示されます。

④ [ 相対座標 ] と [ 絶対座標 ] 

　右上図が [ 相対座標 ]、右下図が [ 絶対座標 ] で入力した結果です。

P1

P2 P3-1

P1

P2

P3-2

⑤原点 (P1) から P2 まで線分を作図し、[ 相対座標 ] で [100,0] と

　入力した結果が、上図の P3-1 です。

　相対座標での入力は、最後の点 ( 座標 ) からの距離になります。

⑥原点 (P1) から P2 まで線分を作図し、[ 絶対座標 ] で [100,0] と

　入力した結果が、下図の P3-2 です。

　絶対座標での入力は、原点 (0,0) からの距離になります。

作図補助設定（ダイナミック入力） 作図補助設定（ダイナミック入力）

[ 寸法の入力 ] が OFF のとき1

[ 寸法の入力 ] が ON のとき2

① [ 一度に表示される寸法入力フィールドは 1 つのみ ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチして

　いるときに、長さ変更の寸法入力ツールチップのみが 
　表示されます。

①
②

② [ 一度に表示される寸法入力フィールドは 2 つ ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチして

　いるときに、長さ変更と角度の寸法入力ツールチップが	
　表示されます。

③

③ [ 次の寸法入力フィールドを同時に表示 ] 

　グリップ編集を使用してオブジェクトをストレッチしているときに、次に示すオプションがオンに

　なっている寸法入力ツールチップが表示されます。

次の寸法入力フィールドを同時に表示

 寸法の結果  グリップを移動したときに更新された長さ寸法のツールチップを表示します。

 長さの変更  グリップを移動したときに行われた長さの変更を表示します。

 絶対角度  グリップを移動するときに更新された角度寸法のツールチップを表示します。

 角度の変更  グリップを移動したときに行われた角度の変更を表示します。

 円弧の半径  グリップを移動するときに更新された円弧の半径を表示します。
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第１部４章【ツール】 第１部４章【ツール】

ツ
ー
ル

ツ
ー
ル

 リボン  [ 表示 ] タブ  -> [ パレット ] パネル  -> [ 外部参照パレット ]
 プルダウンメニュー  [ ツール ] -> [ パレット ] -> [ 外部参照 ]
 コマンド  ExternalReferences

外部参照 [ExternalReferences]8

参照パネルを表示する

① [ パレット ] パネル  -> [ 外部参照パレット ] を選択します。

1

参照図面をアタッチする

① [ アタッチ ] する種類を選択します。

2

① [ 図面をアタッチ ]
     [ イメージをアタッチ ] 
     [DWF をアタッチ ] 
     [DGN をアタッチ ] 
     [PDF をアタッチ ]

参照データとして挿入するファイルの種類を選択します。

②参照名 アタッチしたファイル名が表示されます。
③状態 アタッチの状態が表示されます。（アタッチ、ロード等の情報 )
④サイズ アタッチしたファイルの大きさを表示します。
⑤種類 [ アタッチ ] または [ オーバーレイ ] の情報。
⑥日付 アタッチしたファイルが作成された日付。
⑦見つかった ... 参照図面を読み込んだフォルダを記述しています。
⑧保存パス この図面に記録されたフォルダを記述しています。

①名前 アタッチする参照図面を指定します。
②パスの種類 絶対パスか相対パスかを指定します。パスが違うと表示されません。
③参照の種類 [ アタッチ ] または [ オーバーレイ ] を選びます。
④尺度 尺度を指定します。指定しないときは等倍の大きさで挿入されます。
⑤挿入位置 挿入位置を指定します。指定しないときは原点 (0 ,0) の位置に挿入されます。
⑥回転 回転角度を指定します。指定しないときは 0 度の方向で挿入されます。

②現在の図面内に外部の図面ファイルが < 参照図 > として挿入されました。 

　コマンドラインの < ロードされました > の文字で確認できます。

[ アタッチ ] は保存時に外部図形も保存されますが、その図面の一部になったわけではありません。
また、[ オーバーレイ ] は文字情報 < 図面名とパス情報 > だけが保存されます。

①

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

②

③

④

⑤

⑥

①

③アタッチされた図面は薄い色で表示されます。

外部参照外部参照
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ハッチングハッチング

 リボン  [ ホーム ] タブ  -> [ 作成 ] パネル  ->  [ ハッチング ]
 プルダウンメニュー  [ 作成 ] -> [ ハッチング ]
 コマンド   Hatch

ハッチング [Hatch]23
ハッチング パターンの一覧表示には２通りあります。

① [ パターン ] パネルのランチャーを表示する。( 図 1)

② [ プロパティ ] や [ クイック プロパティ ] の [ ハッチング リスト ] を表示する。( 図 2)

ハッチング パターンの選択

P1

1

[ ハッチング作成 ] リボンタブ
①境界  ハッチングは定義した境界に基づいて作成されます。
②パターン  ユーザーが定義したハッチング パターンを指定することができます。
③プロパティ  ハッチングの間隔には単位がありません。尺度で間隔を調整します。
④原点  ハッチングが始まる起点を変更できます。初期値は図面の原点です。
⑤オプション  [ 自動調整 ] や [ 異尺度対応 ] を適用するかどうかを選択します。
⑥閉じる  ハッチング リボンタブを閉じます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

オプション⑤のダイアログ ボックスランチャー ( 赤丸 ) を指示すると、従来のハッチング ダイアログが

表示されます。

①

⑤③

④

②

⑥

[ANSI] 

プログラムに添付されているすべての 

ANSI パターンが表示されます。 

[ISO] 

プログラムに添付されているすべての 

ISO パターンが表示されます。 

[ 他の定義済みパターン ] 

プログラムに添付されている ANSI および 

ISO パターン以外のすべてのパターンが

表示されます。

( 図 1) ( 図 2)

① [ 作成 ] パネル -> [ ハッチング ] を選択します。

② [ ハッチング作成 ] リボンタブが表示されます。 

③ [ パターン ] からハッチング パターンを選びます。( 例 : ANS31) 

④ [ プロパティ ] から [ 角度 ]、[ 尺度 ]、その他の指定をします。 

⑤マウスでハッチングの領域内でクリックします。( 図 1 の P1) 

⑥右ボタンで確定すると、ハッチングが作成されます。( 図 2)

ハッチング パターンの作成2

( 図 1) ( 図 2)

確定するまでは、ハッチング
パターンをいろいろ試すことが
できます。
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配列複写編集 [ArrayEdit]

 リボン  [ ホーム ] タブ  -> [ 修正 ] パネル  -> [ 配列複写編集 ]
 プルダウンメニュー  [ 修正 ] -> [ 配列複写 ]
 コマンド  ArrayEdit

13

配列複写編集配列複写編集

配列複写オブジェクトは、全体の個数や間隔をプロパティとして保持しています。

このプロパティは [ 配列複写 ] リボンタブやグリップを使って編集できます。 

 

[ リボンタブで編集する ]

①元の配列複写オブジェクト ( 図 1) を選択します。

② [ 配列複写 ] リボンタブの [ 列 ] を <4>、[ 間隔 ] を <700>、[ 行 ] の [ 間隔 ] を <700> に変更します。

③ ( 図 2) のように、配列複写オブジェクトが変更されました。

[ プロパティ ] を変更する1

配列内の [ 各項目のオブジェクト ] を変更する2

( 図 1) ( 図 2)

[ グリップで編集する ]

①グリップを上方向、右方向へ動かしてリアルタイムに変更できます。( 図 3)

②右ボタンのショートカットからも変更できます。( 図 4)

( 図 3) ( 図 4)

配列複写オブジェクトの各項目だけを編集することができます。

① Ctrl キーを押しながら編集したいオブジェクトを選択します。( 図 1) 

②右ボタンを押して、ショートカットを表示します。( 図 2)

( 図 1) ( 図 2)

③ ( 図 3) はショートカットから [ 削除 ] を選択した図です。 

　 ( 図 4) は [ 回転 ] を選択した図です。

( 図 3) ( 図 4)

④変更した後でも、元の状態に戻すことができます。

　[ オプション ] から [ 配列複写をリセット ] を選びます。

⑤削除された図形が元の状態に戻ります。

[ 配列複写 ] タブで作成したオブジェクトは 
全体が 1 つのまとまったオブジェクトです。
[ 分解 ] コマンドを使うと、それぞれが元の 
選択したときのオブジェクトになります。
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×

 リボン  [ 注釈 ] タブ  -> [ 寸法記入 ] パネル  -> [ クイック ]
 プルダウンメニュー  [ 寸法 ] -> [ クイック寸法記入 ]
 コマンド  Qdim

[ 寸法記入 ] パネル -> [ クイック ] を選択します。

①寸法を記入するジオメトリを選択 :  

    線分 S1 を選択します。 

②寸法を記入するジオメトリを選択 :

　線分 S2 を選択します。 

③寸法を記入するジオメトリを選択 :   

④寸法線の位置を指定 : 

　マウスで寸法を配置する位置を指定 (P1)

　します。

P1
×

[ 直列寸法 ( 一本づつ選択する )]

クイック [Qdim]3

1

クイック寸法 クイック寸法

[ 寸法記入 ] パネル -> [ クイック ] を選択します。

①寸法を記入するジオメトリを選択 :  

    線分 S1 を選択します。 

②寸法を記入するジオメトリを選択 :

　線分 S2 を選択します。 

③寸法を記入するジオメトリを選択 :   

④右ボタンを押して、ショートカットから

　[ 並列記入 (B)] を選びます。 

⑤寸法線の位置を指定 : 

　マウスで寸法を配置する位置を指定 (P1)

　します。

[ 並列寸法 ( 一本づつ選択する )]3

[ 寸法記入 ] パネル -> [ クイック ] を選択します。

①寸法を記入するジオメトリを選択 :  

    右図のようにマウスで P1 － P2 と図形を 

　クロス選択します。 

②寸法を記入するジオメトリを選択 :   

③寸法線の位置を指定 : 

　マウスで寸法を配置する位置を指定 (P1)

　します。

[ 直列寸法 ( まとめて選択する )]2

[ 並列寸法 ( まとめて選択する )]4

[ 半径 / 直径 ]5

S1

S2S2

P1
×

P1

P2

S1

S2

[ 寸法記入 ] パネル -> [ クイック ] を選択します。

①寸法を記入するジオメトリを選択 :  

    右図のようにマウスで P1 － P2 と図形を 

　クロス選択します。 

②寸法を記入するジオメトリを選択 :    

③右ボタンを押して、ショートカットから

　[ 並列記入 (B)] を選びます。 

④寸法線の位置を指定 : 

　マウスで寸法を配置する位置を指定 (P1)

　します。

P1
×

P1

P2

P1

P2

[ 寸法記入 ] パネル -> [ クイック ] を選択します。

①寸法を記入するジオメトリを選択 :  

    右図のようにマウスで P1 － P2 と図形を 

　クロス選択します。 

②寸法を記入するジオメトリを選択 :    

③右ボタンを押して、ショートカットから

　[ 半径 (R)] または [ 直径 (D)] を選びます。 

④寸法線の位置を指定 : 

　マウスで寸法を配置する位置を指定します。

[ 半径 (R)] [ 直径 (D)]
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 リボン  [ 出力 ] タブ  -> [DWF/PDF に書き出し ] パネル  -> [ 書き出し ] -> [PDF]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド   ExportPDF

PDF 書き出し [ExportPDF]1

PDF 読み込みPDF書き出し

第３節 PDF

PDF を図面ファイルとして読み込む (PDF を DWG に変換する )1

 リボン  [ 挿入 ] タブ  -> [ 読み込み ] パネル  -> [PDF 読み込み ]
 プルダウンメニュー  ありません
 コマンド   PDFimport

PDF 読み込み [PDFimport]2

① [ 読み込み ] パネル  -> [PDF 読み込み ] を選択します。

② [ ファイルを選択 ] ダイアログから、読み込む PDF を選択します。( 下左図 ) 

③ [PDF を読み込む ] ダイアログで [ 位置 ][ 読み込む PDF データ ][ 画質 ][ オプション ] を指定して 

　[OK] ボタンを押します。( 下右図 )

④選択した PDF が図面内に挿入されます。 

　[ 機械 .pdf] が [Drawing1.dwg] 内に挿入されました。

図面を PDF として保存する1

② [DWF/PDF に書き出し ] パネル  -> [ 書き出し ] -> [PDF] を選択します。

③ [PDF に名前を付けて保存 ] ダイアログが表示されます。

④ [ ファイル名 ] に名前を入力して、[OK] ボタンを押します。 

⑤ [ オプション ] ボタンを押して、PDF の詳細を指定できます。

①右の図面を PDF として保存します。

　画層やリンクの情報も保存できます。

PDF 書き出しオプションの [ データ ]

画層情報を含める  PDF ファイルの表示または印刷時に、画層を表示 / 非表示にできるようにします。

ハイパーリンクを含める  図面ファイルのハイパーリンクを PDF ハイパーリンクに変換します

フォントの取り扱い  PDF ファイルに TrueType フォントを埋め込みます。

⑤ [ 画層プロパティ管理 ] で確認すると、[PDF_0] の 

　ように画層名の前に [PDF_] が付加されています。

( 注 )

( 注 ) ( 注 )
[ オブジェクトの画層を作成 ] で読み込むと、
ジオメトリのタイプごとに分けられます。

[PDF の画層を使用 ] で読み込むと、
図面の画層名が引き継がれます。
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ルックアップ [ ブロック (Bolt) が一覧表からストレッチされる。]5

 パラメータ  [ ルックアップ ]
 アクション  [ ルックアップ ]
 グリップ数  [1]

[ ルックアップ ] を使用して、数値を選んでストレッチする1
① [ パラメータ ] パネルの [ ルックアップ ] を配置します。

 
②パラメータの位置を指定 : P1 あたりを指定します。 

　[ ルックアップ ] パラメータはブロック (Bolt) の近くに配置します。

③グリップの数は <1> になっていますから、変更はありません。 

 

④下図のように、ブロック (Bolt) の近くに [ ルックアップ ] パラメータが配置されました。 

　この位置に一覧表が表示されます。

⑤次にこの [ ルックアップ ] パラメータに [ ルックアップ ] アクションを与えます。 

　[ アクション ] パネルの [ ルックアップ ] を選択します。

前ページでは、Bolt の長さを [ 増分 ( 左下図 )] と [ リスト ( 右下図 )] で変更しました。 
もう一つ、[ ルックアップ ] という方法で長さを変更することができます。
[ ルックアップ ] は一覧表を表示して、その中の数値を選択すれば、Bolt の長さが変更します。

P1

⑥パラメータを選択 :  パラメータ [ ルックアップ 1] を選択します。

⑦ [ プロパティルックアップテーブル ] が表示されます。このテーブルに数値を入力します。

ルックアップルックアップ
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376 377尺度に適した寸法スタイルと画層複数の寸法スタイルと画層の設定

6

1/100 用と 1/50 用の寸法スタイルを作成する1
① 1/100 用と 1/50 用の寸法スタイルを作成します。 
　[ 寸法記入 ] パネルの [ 寸法スタイル管理 ] を選びます。

複数の寸法スタイルと画層の設定

② [ 新規作成 ] ボタンを押して、新規スタイル名を <S100> と <S50> とします。 
　[ フィット ] タブを開き、[ 全体の尺度 ] に S100 は <100>、S50 は <50> と入力し、保存します。

<1:100> 用寸法スタイル <1:50> 用寸法スタイル

1/100 用と 1/50 用の画層を作成する2
① 1/100 用と 1/50 用の画層を作成します。 
　[ 画層 ] パネルの [ 画層プロパティ管理 ] を選び、２つの画層を新たに作成します。

Point!

1/100 用の画層と 1/50 用の画層を作成するのは、1/100 の寸法記入は S100 の画層で、

1/50 の寸法記入は S50 の画層で作成するためです。

1 つのレイアウト画面に両方の寸法が表示されたときは、片方の画層をオフにする

ことによって重なり合うことを防ぐことができます。

7

1/100 用の図面に寸法スタイルと画層を割り当てる1
①左のレイアウトの寸法を選択して [ プロパティ ] で確認してみると、[ 画層 ] は < 寸法 >、 
　[ 寸法スタイルは <STANDARD] になっています。 
　これは、レイアウトは <1:100> が 1 つの場合の [ 画層 ] と [ 寸法スタイル ] です。

1/100 の尺度に適した寸法スタイルと画層の設定

②左のレイアウトの寸法を全部選択して [ プロパティ ] で、[ 寸法スタイル ] を <S100>、
　[ 画層 ] を <S100> に変更します。

Point!

寸法を一度に選択するには、[ プロパティ ] ダイアログの

右上にある [ クイック選択 ] を使います。

[ オブジェクトタイプ ] として [ 長さ寸法 ]、[ 演算子 ] として

[ すべて選択 ] を選び、OK ボタンを押します。
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① [AutoCAD LT] が提供するテンプレートを使う場合。

    テンプレートにはインチ系の [acadlt][acadlt-Named Plot Styles] とミリ系の [acadltiso][acadltISO-Named 

　Plot Styles] の 2 種類があります。 

　[acadiltiso] は < 色従属印刷スタイル >、[acadltISO-Named Plot Styles] は < 名前の付いた印刷スタイル >

　が最初から設定されています。 

　　・画層 <0> のみ。

　　・寸法スタイル <iso-25><Standard> 

　　・文字スタイル <Standard>。

　　・線種 <Continuous 実線 >

　　・その他の設定も初期値のみ 

　→これをもとに自社用のテンプレートを作成して、作図を開始します。

 

② [ 自社作成 ] のテンプレートを使う場合。 

　→すぐに作図を開始できます。

 

③ [ 既図面を利用 ] する場合。

　・[ 名前を付けて保存 ] を選び、別名で保存します。

　・図面内のオブジェクトをすべて削除します。

　・[ アプリケーションメニュー ] -> [ 図面ユーティリティ ] -> [ 名前削除 ] で不必要なオブジェクトを削除 

　　します。 

　→既存のオブジェクト ( 図形 ) を削除してから、作図を開始します。

[ テンプレートファイル ] の選択

作図開始までの手順1

1

第1節 新規製図

自社のテンプレートAutoCAD LT のテンプレート 既図面を利用する

作図開始

図面設定を行う

・図面範囲 
・画層作成
・文字設定
・寸法設定 
・線種設定 
・その他の設定

・名前を変えて保存
・図面内を全削除

AutoCAD LT のテンプレートファイル <acadltiso.dwt><acadltISO-Named Plot Styles.dwt>2
①日本仕様のテンプレートファイルは 2 種類ありますが、印刷スタイルが違うだけです。 

② [ 色従属印刷スタイル ] は使用する色が <225 種類 > に限られ、画層やオブジェクトごとに変更でき
　ません。
③ [ 名前の付いた印刷スタイル ] は使用する色が <225 種類 > 以上使用できます。
　また、画層やオブジェクトごとに割り当てることができます。

項目 acadltiso.dwt acadltISO-Named Plot Styles.dwt
印刷スタイル 色従属印刷スタイル 名前の付いた印刷スタイル

文字スタイル
フォント名 TT Arial TT Arial

フォントスタイル 標準 標準
寸法スタイル <iso-25><Standard> <iso-25><Standard>
画層 <0> <0>
線種 Continuous 実線 Continuous 実線

作図開始までの手順作図開始までの手順

<acadltiso.dwt> と <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の印刷スタイルの違い3
① <acadltiso.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 色従属印刷スタイル > です。
　画面の色で印刷時の色が決まります。画層やオブジェクトに割り当てることはできません。 
　下右図の [ 印刷スタイル ] は <Color_7> の文字は見えますが選択できません。

② <acadltISO-Named Plot Styles.dwt> の [ 印刷スタイル ] は < 名前の付いた印刷スタイル > です。
　画層やオブジェクトに個別に割り当てることができます。 
　下右図の [ 印刷スタイル ] は初期値は <Normal> となっていますが、他のスタイルに変更でき
　ます。

共通の文字スタイル 共通の印刷スタイル
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面 画層を［寸法］に変更し、［通り芯］の画層をＯＮにします。

① [ 画層プロパティ管理 ] を開いて < 寸法 > の画層に

　切り替えます。

作成手順

② [ 画層プロパティ管理 ] から [ 通り芯 ] の表示を <ON> に切り替えます。

③ [ 寸法記入 ] パネル -> [ 長さ寸法記入 ] で、上側の寸法を記入していきます。

P1 P2
　1 本目の寸法補助線の起点を指定 または < オブ　  

　ジェクトを選択 >:

    マウスで左端の通り芯の端点 (P1) を取ります。

　（Ｏスナップの端点モードにしておきます。） 

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 : 

    マウスで二番目の通り芯の端点 (P2) を取ります。

④寸法線の位置を指定 または 

　[ マルチ テキスト (M)/ 寸法値 (T)/ 寸法値角度 (A)/

　水平 (H)/ 垂直 (V)/ 回転 (R)]:

    寸法線の出す位置をマウスで指示します。(P3)

　寸法値 = 3640:   

P3

⑤続けて［直列寸法記入］コマンドで直列寸法を記

　入していきます。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:

   マウスで次の通り芯の端点 (P4) を指示します。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:

　同様にして、右端まで順番に通り芯を選択してい

　きます。

P4

⑥下図のように寸法が作図されます。

P3
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配置した寸法
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画層を［DIM］に変更します。

①画層プロパティ管理 ] を開いて <DIM> の画層に

　切り替えます。

［画層 ] は <DIM>、［線種］は <BYLAYER> である
ことを確認しましょう。

② [ 寸法記入 ] パネル -> [ 長さ寸法 ] を使用します。

　1 本目の寸法補助線の起点を指定 または < オブジェクトを

　選択 >: 

　マウスで線分の端 (P1) を取ります。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 :  

　マウスでハッチングの上 (P2) を取ります。

　寸法線の位置を指定 または 

　[ マルチ テキスト (M)/ 寸法値 (T)/ 寸法値角度 (A)/ 水平 (H)/

　垂直 (V)/ 回転 (R)]: 

　寸法数値を入れたい位置 (P3) で左ボタンを押して確定し

　ます。

③続けて [ 寸法記入 ] パネル -> [ 直列寸法記入 ] を使

　用します。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:

　マウスでハッチングの下側 (P4) を取ります。

　自動的に直列寸法が記入されます。

　2 本目の寸法補助線の起点を指定 または [ 元に戻す

　(U)/ 選択 (S)] < 選択 >:  

④続けて [ 引出線 ] -> [ マルチ引出線記入 ] を使用します。

　引出線の矢印の位置を指定 :

　[O スナップ ] の < 近接点 > を使い円周上 (P1) を取ります。

　文字の入力画面が表示されますから、キーボードから 

　<φ60> と入力します。

 

⑤ OK ボタンを押して終了します。

P1

P2
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<φ> は <%%C> と入力すると、φ に変換されます。

P3

P1

P2

P4

P3

P1

P2

作成手順

完成した寸法

Point!Point!


